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広報あしきた　４月号

合併 10 周年を記念して
開催されたＮＨＫのど自
慢。芦北町では合併前も
含め３度目の開催となり
ました。前日の予選で
250 人の中から見事本選
に出場された皆さんおめ
でとうございます。出場
者も観客も一体となって
楽しんでいました。

御立岬ビーチサッカー
　フェスティバル 2015

■日時：５月 23 日（土）　予選（一般の部）
　　　　　　 24 日（日）　決勝
■会場：御立岬公園海水浴場特設コート

■参加資格
【一般の部】
　フレンドリークラス
　社会人・高校生の心身ともに健康な男女
【小学生の部】
　小学生の心身ともに健康な男女
【中学生の部】
　中学生の心身ともに健康な男女
【女子の部】
　中学生以上の心身ともに健康な女子
■申込締切　４月 30 日（木）
■参加費（１チーム）　
　一般の部　　　17,000 円
　女子の部　　　10,000 円
　小中学生の部　  5,000 円
　　※選手登録は各部門 10 人以内
　　※小中学生のチームは必ず成人の代表者
　　を置いてください
＊申込・問い合わせ先
　ビーチサッカーフェスティバル実行委員会
　事務局（商工観光課内）
　☎（８２）２５１１（内線１７２）

「岬の御塩」使用

御立岬温泉塩

H
ハ ヤ パ ワ ー

AYAPOWER 発表 
　

芦
北
町
特
産
の
温
泉
塩
「
岬
の
御
塩
」

を
使
用
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
向
け
塩
あ
め

「
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
ハ
ヤ
パ
ワ

ー
）」
が
熊
本
市
の
ハ
ヤ
カ
ワ
運
動
具
店

（
ハ
ヤ
カ
ワ
ス
ポ
ー
ツ
）
と
の
連
携
に
よ

り
完
成
し
、
県
庁
で
3
月
25
日
、
製
品
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
竹
﨑
町
長
と
ハ
ヤ
カ
ワ
ス

ポ
ー
ツ
の
早
川
典
宏
代
表
取
締
役
会
長
が

蒲
島
郁
夫
知
事
に
商
品
の
紹
介
を
し
、
知

事
が
試
食
し
ま
し
た
。
蒲
島
知
事
は
「
美

味
し
い
だ
け
で
な
く
、
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
る
。
芦
北
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
ハ
ヤ
パ
ワ
ー
」
は
岬
の
御
塩
、
芦
北

産
甘
夏
果
汁
に
ク
エ
ン
酸
を
プ
ラ
ス
し
た

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
塩
あ
め
で
、
ハ
ヤ
カ

ワ
ス
ポ
ー
ツ
の
県
内
店
舗
や
九
州
系
列
店
、

町
内
の
物
産
館
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
ハ
ヤ
カ
ワ
ス
ポ
ー
ツ
で
は
今
後
、
海

外
で
の
販
売
も
視
野
に
検
討
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
時
や
夏
期
の
塩
分
補
給
に
ぜ

ひ
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

人 口　　　１８，６４１人　  （−７９）

男 　　　　８，７７１人　  （−３９）

女 　　　　９，８７０人　  （−４０）

65 歳以上　　　　７，２６１人　  （＋　３）

世 帯 数　　　　７，４５２世帯（−１８）

人口のうごき（H27. ４. １現在）（　）内は前月比

今年２月には岬の御塩を使った２種類のラスクも登場 ハヤパワー（写真左）と御立岬オリジナル塩飴

写真左から竹﨑町長、蒲島知事、ハヤカワスポーツの早川代表取締役会長

参加チーム募集！

前園 真聖さん

合併 10 周年記念特別ゲスト

元サッカー日本代表
元ビーチサッカー日本代表

来場！

２

３

４

６

１０

１２

１３

１４

１５

１６

１８

１９

２０

２２

２３

２４

２６

２７

２８



2015．4 42015．4広報あしきた　5 広報あしきた

ＮＨＫのど自慢

　

合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
が
、
３
月
29
日
に
し

ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
、
全
国
に
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
抽
選
で
入
場
券
が
届
い

た
観
覧
者
１
４
５
０
人
が
訪
れ
、

「
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
」
歓

声
や
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

芦
北
町
か
ら
も
５
人
の
町
民
が

前
日
の
予
選
会
を
見
事
通
過
。
全

国
に
そ
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

芦北町合併 10 周年記念

1450 人が来場した会場の様子

開場を待つ長蛇の列

五木ひろしさんの曲を歌い五木さんと話
す大谷輝治さん（芦北）

漁師姿でオペラの曲を熱唱する
橘俊之さん（小田浦３）

司会の小田切千アナウンサーにインタビ
ューを受ける山田良介さん（小田浦７）

応援の皆さんも会場を盛り上げました

司会の小田切千アナウンサーと
堀田佳代さん（本町）

うたせ漁師の豊田勝八さん（計石東）
今週のチャンピオン
前田由起子さん（熊本市）

ゲスト歌手
島津亜矢さん

ゲスト歌手
五木ひろしさん

オープニングに先立ち
来場者にあいさつする竹﨑町長
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芦
北
町
総
合
計
画
〈
第
二
次
〉　総合計画とは、これから芦北町をどのような町にしていくかを示す 10 年

間のまちづくりの計画です。町民と行政が協働で計画を策定し、共通の方向
性・目標に向かって行動し、町民と一体となったまちづくりを進めるための、
最も基本となる指針となります。まちづくりの基本理念と将来像を示した
「基本構想」と分野ごとの具体的な施策を示した「基本計画」、年度ごとの主
要事業を示した「実施計画」から構成されています。
　今回、芦北町総合計画（第一次）の計画期間が平成 26 年度で終了し、こ
れまでの取り組みを踏まえ、新たに本町の将来像とそれを達成するために必
要な施策の大綱を示し、長期的展望を持った計画的、効果的な行政運営を行
うため、その指針となる芦北町総合計画（第二次）を策定しました。

す
べ
て
は
次
代
を
担
う

　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

総合計画とは

始
動

〜
豊
か
さ
と
誇
り
を
未
来
へ
〜

　

郷
土
の
豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化
に
誇
り
を
抱
き
、
自
信
を
持
っ
て

次
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
郷
土
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
住
民
と
行
政
が
と
も
に
連
携
し
、
芦
北
町
に
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
個
性
の
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
活
力
み
な
ぎ
る
人
材
を
育
み
、
定
住

人
口
の
確
保
と
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

個性輝き活力と魅力にあふれた、
安全・安心を実感できる町

まちづくりの目標と将来像

まちづくりの基本理念のもと、町の将来像を「個性輝き活力と魅力
にあふれた、安全・安心を実感できる町」とし、その実現に向けて、
以下のまちづくりの目標を設定し、体系的な施策を展開します。

❶
地
域
活
力
と
雇
用
を
生
み
出
す
産
業
づ
く
り

○持続力のある農林漁業の振興
　　・農業生産組織の強化（担い手育成や組織化など）
　　・地産地消および農産物の付加価値を高める 6 次産業化の推進
　　・森林の公益的機能の保持と健全育成
　　・町産材の利用促進
　　・栽培型漁業の推進　など

○賑わいと活力に満ちた商工業の振興
　　・意欲ある人材の発掘と創業支援の推進
　　・個店の経営体質の強化と商店街の魅力づくりの推進
　　・設備投資や経営改善の支援
　　・企業誘致の推進　など
○地域が連携した魅力あふれる観光の振興
　　・地域特性を活かした観光地としての魅力づくり
　　・通年型観光および滞在型観光の推進
　　・うたせ船観光の支援　など

❷
地
域
で
守
り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

○生涯健やかで心豊かな暮らしづくり
　　・地域と行政が一体となった健康づくりの推進
　　・健診体制の強化
　　・医療・保健・福祉・介護の連携による地域包括ケアシステム
　　　の充実
　　・高齢者福祉および生きがいづくりの推進　など
○思いやりと生きがいのあるまちづくり
　　・障害者の社会参加の促進、生活支援サービス、差別の解消な
　　　どの促進 
　　・住民による地域福祉活動の積極的支援　など
○地域で支える子育て環境づくり
　　・保育サービスの充実
　　・子育てに伴う経済的支援の充実　など

特集 芦北町総合計画〈第二次〉

芦北マガキ

デコポン

健康フェア（あしきた健康体操）

でこぽんキッズ
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❸
郷
土
の
未
来
を
育
む
人
づ
く
り

○「知・徳・体」のバランスのとれた教育の推進
　　・基礎学力の向上
　　・心の教育の充実　など
○郷土愛に満ちた心身ともに豊かな人づくり
　　・組織および指導者の育成・強化による競技スポーツの振興
　　・スポーツレクリエーションの推進
　　・住民ニーズにあった生涯学習の推進　など
○文化・芸術・国際交流の推進
　　・町民の文化活動に対する意識の高揚の促進
　　・芦北町誌の編さん
　　・民間団体の国際交流活動の支援
　　・国際理解教育の推進　など

❹
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り

○環境と防災に配慮した社会基盤づくり
　　・自然と開発のバランスのとれた土地利用の推進
　　・交通・情報通信ネットワークの整備
　　・公共交通機関の維持・確保
　　・消防・防災体制の強化
　　・交通安全対策の充実
　　・防犯意識の啓発と対策　など
○快適で住みよい暮らしづくり
　　・上下水道の整備
　　・ごみの減量化の推進
　　・環境保全活動の推進
　　・公営住宅の整備　など

　○みんなで支え合う地域づくりの推進
　　・まちづくり人材の育成
　　・住民の主体的活動の推進
　　・男女共同参画の推進　など
　○健全で効率的な行・財政の運営
　　・時代の変化に対応した行政運営体制の構築
　　・行政組織の強化と人材の育成
　　・計画的な施設整備等の推進
　　・広域連携の推進
　　・広報活動の推進　など

❺
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

423 
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自
然
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境
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林
、
河
川
、
海
） 

の
保
全 

農
林
漁
業
の
振
興 

商
工
業
の
振
興 

企
業
育
成
、
企
業
誘
致
等 

に
よ
る
雇
用
の
創
出 

地
域
資
源
を
活
用
し
た 

観
光
振
興 

生
活
環
境
の
基
盤
整
備 

（上
・下
水
道
、
公
園
等
） 

交
通
・情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

の
整
備 

防
災
・防
犯
体
制
の
充
実 

保
健
・医
療
・福
祉
の
充
実 

子
育
て
環
境
の
充
実 

学
校
教
育
の
充
実 

地
元
の
史
跡
や
伝
統
、 

文
化
の
保
存
継
承 

生
涯
学
習
な
ど
の
生
き
が
い 

対
策
の
充
実 

ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エｰ

シ
ョ
ン 

の
推
進 

住
民
参
加
に
よ
る
地
域 

づ
く
り
の
推
進 

行
財
政
改
革
の
推
進 

そ
の
他 

(人) 

有効回答数 人
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青
少
年
の
健
全
育
成 

住
民
の
自
治
組
織
や
自
治 

公
民
館
活
動
へ
の
支
援 

地
域
と
行
政
の
連
携
強
化 

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進 

女
性
の
社
会
参
加
の
促
進 

そ
の
他 

(人
有効回答数 人

特集 芦北町総合計画〈第二次〉特集 芦北町総合計画〈第二次〉

町道射場芦北線

ふれあいツクールバス

まちづくり支援事業による
花いっぱい運動

特産品で地域おこし

武道　空手道の授業

ＩＣＴを活用した授業

住民アンケート調査の結果
芦北町総合計画の策定にあたっては、町内在住の 20 歳以上の住民
から無作為に 2,000 人を抽出し、アンケート調査を実施しました。
（回答数 1,178 票、回収率 58.9％）

【今後 10 年間で特に力をいれるべきことについて】
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ご
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減
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リ
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イ
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進 

公
営
住
宅
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整
備 

生
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環
境
施
設
の
維
持
管
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尿
処
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、
道
路
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園
等
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そ
の
他 

(人) 有効回答数 人
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ト
ワ
ー
ク
の
整
備 

地
域
特
性
を
生
か
し
た
土
地
利
用
の
推
進 

景
観
の
保
全
（ま
ち
並
み
や
街
路
等
） 

自
然
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り 

（ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
不
法
投
棄
防
止
等
） 

公
共
交
通
機
関
（バ
ス
・鉄
道
）の
維
持
・継
続 

情
報
・通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備 

高
速
道
路
及
び
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促
進 

そ
の
他 

(人) 

有効回答数 人

807 

362 

244 
324 

486 

240 

30 
0

100

200

300

400

500

600

700

800

学
校
教
育
（基
礎
学
力
、
心
の
教
育
、 

教
育
体
制
等
）の
充
実 

ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動 

の
推
進 

文
化
・芸
術
の
振
興 

文
化
財
・伝
統
芸
能
の
保
存
と
活
用 

自
然
体
験
型
学
習
を
活
用
し
た 

交
流
の
促
進 

国
際
化
・国
際
交
流
の
推
進 

そ
の
他 

(人

有効回答数 人

231 

650 
609 

198 

305 
360 

231 

20 
0

100

200

300

400

500

600

700

広
報
誌
・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実 

行
政
に
町
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
機
会 

（区
長
に
よ
る
要
望
書
等
）の
充
実 

職
員
の
意
識
改
革
、
能
力
開
発 

外
部
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
等
の 

導
入
・活
用 

行
政
評
価
（政
策
に
関
す
る
町
民 

意
識
調
査
等
）の
推
進 

情
報
公
開
の
推
進 

歳
出
の
縮
減 

そ
の
他 

(人) 

有効回答数 人

434 
384 

422 

669 

335 

169 177 

18 
0

100

200

300

400

500

600

700

個
性
の
あ
る
商
店
街
の
形
成 

起
業
家
や
人
材
の
育
成
と
支
援 

特
色
あ
る
商
品
開
発
や 

付
加
価
値
産
業
の
創
出 

企
業
誘
致
や
企
業
育
成
と
雇
用
対
策 

観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化 

通
年
型
・滞
在
型
観
光
ル
ー
ト
の
形
成 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・ 

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進 

そ
の
他 

(人
有効回答数 人

【
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
】

【
快
適
な
住
環
境
の
整
備
】

【
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
】

【
商
工
観
光
の
振
興
】

【
農
林
漁
業
の
振
興
】

【
行
財
政
に
つ
い
て
】

【
人
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
】

【
生
活
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
】
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平
成
27
年
度
当
初
予
算

総額  
１
６
６
億
６
，６
６
０
万
円

町
の
予
算（
一
般
会
計
の
み
）を

町
民
１
人
当
た
り
に
置
き
換
え
る
と

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
や

効
率
的
な
行
政
経
営　

　

６
万
７
，
９
４
０
円

高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て

　

15 
万
６
，
２
０
４
円

議
会
経
費
や
予
備
費
な
ど

　

７
，
３
４
４
円

道
路
や
河
川
の
整
備

　

４
万
７
，
２
６
５
円

ご
み
処
理
や
病
気
の
予
防

　

５
万
５
，
３
６
１
円

商
工
業
や
観
光
の
振
興

　

２
万
５
，
５
９
４
円

消
防
活
動
や
防
災

　

１
万
９
，
６
４
０
円

農
林
水
産
業
の
振
興

　

３
万
５
，
２
２
８
円

借
入
金
の
返
済

　

６
万
４
，
０
８
４
円

小
・
中
学
校
や
図
書
館
、

生
涯
学
習
活
動

　

４
万
５
，
３
４
０
円

使用料・手数料（2.7％）
2 億 6,521 万円

繰入金（2.5％）
2 億 4,337 万円

分担金・負担金（1.3％）
1 億 2,521 万円

諸収入・財産収入・
寄附金（1.9％）
1 億 8,488 万円

繰越金（2.0％）
2 億円

町税（15.4％）
15 億 1,673 万円

地方交付税（42.6％）
41 億 8,600 万円

各種交付金など（2.6％）
2 億 6,102 万円

地方譲与税（1.2％）
1 億 1,700 万円

国庫支出金（9.8％）
9 億 6,005 万円

県支出金（7.6％）
7 億 5,273 万円

町債（10.4％）
10 億 2,380 万円

議会費（1.3％）
1 億 3,244 万円

商工費（4.9％）
4 億 8,043 万円

予備費など（0.1％）
542 万円

消防費（3.7％）
3 億 6,866 万円

教育費（8.7％）
8 億 5,107 万円

土木費（9.0％）
8 億 8,722 万円

衛生費（10.6％）
10 億 3,918 万円

民生費（29.8％）
29 億 3,210 万円

総務費（13.0％）
12 億 7,529 万円

公債費（12.2％）
12 億 293 万円

農林水産業費（6.7％）
6 億 6,127 万円

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
住
み
や

す
い
芦
北
町
を
つ
く
る
た
め
の
新
年
度
予
算
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
に
は
ど
の
よ
う
な
財
源
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

予
算
総
額　

98
億
３
，６
０
０
万
円

　
　
　
　
　
前
年
比
１
億
１
０
０
万
円
減
△
1・０
％

一般会計

　

一
般
会
計
と
は
、
町
の
行
政
運
営
に
必
要
と
な
る
基
本

的
な
経
費
を
計
上
し
た
会
計
の
こ
と
で
す
。
予
算
額
は
平

成
26
年
度
と
比
較
し
て
職
員
給
与
や
公
債
費
の
減
に
よ
り

１
億
１
０
０
万
円
（
▲
１
・
０
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

歳入

歳出

※
予
算
額
の
１
万
円
未
満
の
金
額
は
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す

　

町
民
１
人
当
た
り
の
歳
出
予
算

額
は
52
万
４
千
円
で
１
人
当
た
り

の
税
負
担
（
８
万
８
０
２
円
）
の

約
６
・
５
倍
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　地方交付税は合併特例分の段階的縮減などにより１億 7 千万
円の減（前年比 3.9％減）、国庫支出金は保育関係国庫負担金や
町道射場芦北線改良に伴う交付金の増により１億 4,982 万円の増

（前年比 18.5％増）を見込んでいます。

　

第
二
次
芦
北
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
個
性
輝
き
活

力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
、
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る

町
」
の
実
現
に
主
眼
を
お
い
た
予
算
編
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。　

　

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
と
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
芦

北
町
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
個

性
の
輝
く
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
事
業
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

●中山間地域の農地の利用集積を図り、地域農業の
　維持に向けた町独自の支援を実施
●耕作放棄地対策や就農支援空き家調査事業を実施
●水産物加工所と直売所の建設に着手
●プレミアム付き商品券発行補助金の拡大
●小売業店鋪などの支援制度を拡充
●御立岬温泉塩を活用した新たな商品化

●あしきた健康体操の全町的普及を推進
●戦没者の追悼と平和を祈念する碑を建設
●子育て世帯支援の更なる充実
●子どもの医療費は引き続き 18 歳まで無料　

●小学校の主要教科にデジタル教科書を導入
●学校体育館の吊り天井の耐震化を実施
●カンボジアおよび英国派遣事業の実施
●全国大会出場者への助成など、文化・スポーツの
　振興を推進

●ふれあいツクールバスにより交通弱者の移動　
　手段を確保

●佐敷駅周辺の渋滞緩和と安全性確保のため、町道
　射場芦北線の改良に着手

地域活力と雇用を生み出す産業づくり

地域で守り育てるまちづくり

郷土の未来を育む人づくり

暮らしを支える基盤づくり

住民と行政の協働のまちづくり

農林水産業や商工業、観光の振興を図ります。

町民の健康づくりや福祉、子育て支援の充実を図ります。

住民と行政が協働で行うまちづくりとそれを支える人材
の育成、効率的な行政運営を行います。

教育環境の整備をはじめ、文化・スポーツの振興、
国際交流を推進します。

安全・安心で暮らしやすい環境をつくるため、道路整備や
交通手段の確保、災害に強いまちづくりに取り組みます。

●防火水槽や消防ポンプを整備　

●町有地の宅地分譲や貸し付けの実施

平成 27 年度当初予算　主な取り組み

●まちづくり支援事業などで、地域の主体的活動を
　サポート

予算総額 68 億 3,060 万円
会　計　名 27 年度予算 前年度比

国民健康保険事業 37 億 2,420 万円 4.3％

介護保険事業 21 億 2,510 万円 2.0％

簡易水道事業 8,350 万円 14.1％

農業集落排水事業 2 億 2,030 万円 ▲ 6.3%

生活排水処理事業 5,600 万円 0.0%

町有温泉事業 １億 310 万円 6.6％

奨学資金貸付事業 3,590 万円 13.2％

後期高齢者医療事業 2 億 6,070 万円 ▲ 1.9％

水道事業 2 億 2,180 万円 ▲ 27.4％

合　　計 68 億 3,060 万円 1.7％

特別会計

公営企業会計

　特別会計と水道事業会計（公営企業）の総予算
額は 68 億 3,060 万円で平成 26 年度と比較して 1
億 1,352 万円増加しました。
　主な要因は国民健康保険事業特別会計の制度改
正に伴う保険財政共同安定化事業拠出金（県内市
町村国保の医療費負担を平準化する事業）の増に
よるものです。

　土木費が町道射場芦北線改良事業の実施などにより 1 億 1,770
万円の増（前年比 15.3％増）、商工費が海浜総合公園施設長寿命
化事業の実施などにより 4,818 万円の増（前年比 11.1％増）と
なりましたが、歳出全体では、職員給与や公債費の減により 1
億 100 万円（▲ 1.0％）の減少となりました。

特別会計（水道会計含む）

個
性
輝
き
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た

安
全
・
安
心
の
町
を
実
現
す
る
た
め
に

●合併 10 周年記念事業の実施
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介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

４
月
１
日
か
ら

　

要
支
援
１
お
よ
び
要
支
援
２
の
人
の
予
防

給
付
の
う
ち
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
は
、
地

域
支
援
事
業
の
「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」
へ
移
行
し
ま
し
た
。

利
用
者
が
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
内
容
は

従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
要
支
援
」
の
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
）
と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
は
地
域
支
援
事
業
へ
移
行

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
新
規
入

所
は
要
介
護
３
以
上
の
人
が
対
象

　

原
則
、
要
介
護
３
～
５
の
人
に
入
所
が
限

ら
れ
、
要
介
護
１
・
２
の
人
は
新
規
に
は
入

所
が
出
来
ま
せ
ん
。
※
す
で
に
入
所
し
て
い

る
、
要
介
護
１
・
２
の
人
は
そ
の
ま
ま
入
所

が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事
情

（
認
知
症
な
ど
）
で
在
宅
生
活
が
著
し
く
困

難
な
場
合
に
つ
い
て
は
入
所
が
認
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
が
変
更
に

低
所
得
者
は
保
険
料
の
軽
減
拡
大

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

介
護
保
険
料
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

所
得
に
応
じ
た
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
６
段
階
か
ら
９
段
階
に
変
更
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
低
所
得
者
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
軽
減
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
、
利
用

者
の
自
己
負
担
が
１
割
か
ら
２
割
に

　

２
割
負
担
の
対
象
は
、
本
人
の
合
計
所
得

が
１
６
０
万
円
以
上
（
年
金
収
入
で
単
身
２

８
０
万
円
以
上
）
の
人
と
な
り
ま
す
。（
※

そ
の
他
、
同
一
世
帯
の
要
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
。）
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
全
員
に
、

利
用
者
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護
保

険
負
担
割
合
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

施
設
利
用
者
の
食
費
や
居
住
費
の

負
担
限
度
額
要
件
が
変
更

　

低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
う
ち
、
配
偶
者

が
住
民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
預

貯
金
が
一
定
額
（
単
身
世
帯
の
場
合
１
千
万

円
、
夫
婦
２
千
万
円
）
を
超
え
る
場
合
は
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
負
担
金
額
が

変
更

　

介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、
平
成
27
年
4

月
か
ら
、
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
に
支
払
う
金
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

※
８
月
か
ら

「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
を
創
設　

食
の
自
立
支
援
事
業
な
ど
も
継
続

　

移
行
し
た
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
に
加
え
、

こ
れ
ま
で
一
次
予
防
・
二
次
予
防
事
業
で
実

施
し
て
い
た
「
食
の
自
立
支
援
事
業
」「
筋

力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」「
閉
じ
こ
も

り
予
防
通
所
支
援
事
業
」「
転
倒
骨
折
予
防

事
業
」
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

❶❷

❸❹

❺❻❼
※
８
月
か
ら

芦
北
町
指
定
史
跡

昭
和
53
年
１
月
30
日
指
定

芦
北
町
指
定
名
勝

昭
和
60
年
４
月
15
日
指
定

47 

野
坂
の
浦

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

代
史
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

ロ
マ
ン
が
あ
っ
て
面
白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

野
坂
の
浦
は
、
奈
良
時
代
に
編
集
さ
れ
た
現

存
最
古
の
歌
集
『
万
葉
集
』
を
は
じ
め
、
多
く

の
歌
人
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
『
万
葉

集
』
に
あ
る
長
田
王
の
歌
「
芦
北
の
野
坂
の
浦

ゆ
船
出
し
て
水
島
に
行
か
む
波
立
つ
な
ゆ
め
」

は
代
表
的
な
も
の
で
、
計
石
と
田
浦
町
の
御
番

所
鼻
に
あ
る
歌
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

歌
は
、
都
の
役
人
で
あ
っ
た
長
田
王
が
、
九
州

に
派
遣
さ
れ
た
時
の
歌
で
「
芦
北
の
野
坂
の
浦

か
ら
、
船
で
水
島
へ
向
か
う
の
で
、
波
よ
立
た

な
い
で
く
れ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

町
内
学
校
の
校
歌
の
歌
詞
に
も
、
野
坂
の
浦

の
名
が
登
場
す
る
な
ど
、
町
民
が
親
し
み
を
持

ち
、
誇
り
と
し
て
い
る
場
所
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
野
坂
の
浦
で
す
。

芦
北
を
代
表
す
る
景
勝
地
で
あ
り
、
古
く
は

遠
く
都
ま
で
知
ら
れ
た
地
名
で
す
。

　

現
在
、
町
指
定
文
化
財
と
し
て
史
跡
（
歴

史
上
重
要
な
事
件
や
遺
跡
が
あ
っ
た
場
所
）

と
名
勝
（
絶
景
や
庭
園
な
ど
風
景
が
優
れ
て

い
る
場
所
）
の
二
つ
の
指
定
が
あ
る
の
は
、

旧
田
浦
町
で
田
浦
海
岸
一
帯
を
史
跡
に
、
旧

芦
北
町
で
は
芦
北
海
岸
一
帯
を
名
勝
に
指
定

し
た
た
め
で
す
。

　

実
は
、
野
坂
の
浦
の
位
置
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
り
、
現
在
も
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

佐
敷
説
と
田
浦
説
の
ほ
か
に
、
水
俣
説
や
八

代
市
敷
川
内
説
な
ど
が
加
わ
り
、
歴
史
資
料

だ
け
で
な
く
地
名
や
地
形
、
風
向
き
、
伝
説

な
ど
を
根
拠
に
激
し
く
論
争
を
し
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
今
の
国
土
地
理
院
の

地
図
で
は
、
佐
敷
湾
を
野
坂
の
浦
と
表
記
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

か
つ
て
徳
富
蘇
峰
が
「
絶
対
に
こ
こ
だ
と

主
張
す
る
よ
り
も
芦
北
の
海
岸
一
帯
だ
と
論

じ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
私
も
芦
北
の
出
身

だ
か
ら
、
そ
の
方
が
楽
し
い
し
、
古
代
の
こ

と
で
、
そ
の
程
度
に
霞
ん
で
も
い
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
曖
昧

な
ま
ま
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
芦
北
の
古

芦北に残る文化遺産

英
国
派
遣
事
業
参
加
者
募
集
（
中
学
生
・
高
校
生
）

　

芦
北
町
と
芦
北
町
国
際
交
流
協
会
で

は
、
新
し
い
価
値
観
を
創
造
す
る
力
を
養

い
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
英
国
派
遣
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
程　

７
月
20
日
㈪
～
27
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　

６
泊
８
日
（
予
定
）

▼
内
容　

英
国
の
伝
統
、
文
化
、　

歴
史

　

へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、 

異
文

　

化
体
験
・
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　

①
英
国
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
（
学

　

校
訪
問
、
交
流
会
、
野
外
活
動
な
ど
）

　

②
英
国
生
活
体
験
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

　

③
英
会
話
体
験

　

④
英
国
歴
史
文
化
体
験
学
習
（
大
英
博

　

物
館
、
ロ
ン
ド
ン
塔
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

　

宮
殿
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
タ
ワ
ー
な
ど
）

▼
派
遣
人
数　

８
人
程
度

▼
費
用
負
担　

旅
行
費
用
の
４
分
の
１　

　
　
　
　
　
　
（
10
万
３
千
円
程
度
）

※
金
額
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
保
険
・
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
用
な
ど
、

個
人
に
か
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
要
件　

芦
北
町
在
住
の
中
学
生
お

　

よ
び
高
校
生
で
こ
れ
ま
で
に
本
事
業
で

　

派
遣
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
心
身
と
も
に

　

健
康
な
人

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
込
期
限　

５
月
８
日
㈮

▼
応
募
方
法　
　

  

　

①
町
内
学
校
通
学
者

　

各
学
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

②
町
外
学
校
通
学
者

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
に
直
接

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、芦
北
町
国
際
交
流
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

(

芦
北
町
役
場
企
画
財
政
課
内
）

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
２
）

イ
ギ
リ
ス
（
英
国
）
で
異
文
化
を
体
験
し
よ
う

▲英国の町並み

田
浦
野
坂
の
浦

芦
北
野
坂
の
浦
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日 月 火 水 木 金 土

16  17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

田浦子育て支援センター  行事予定（４/16 〜５/23）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

４月20日（月）〜24日（金）こいのぼりづくり
４月30日（木）身体測定・誕生会
５月７・８日（木・金）母の日のプレゼントづくり
５月12日（火）春の遠足（芦北海浜総合公園）
５月20日（水）クッキング（おにぎりづくり）

＊イベントについての問い合わせ先
　芦北町役場　　　　☎（８２）２５１１
　教育委員会　　　　☎（８７）１１７１
　保健センター　　　☎（８６）０２００
　社会教育センター　☎（８２）２２１３

4 月
芦北町イベントカレンダー

4月16日〜5月23日

図書館休館日
【社教センター】
４月29日（水・祝）、５月３日（日）〜 6日（水）
【田浦図書室】
４月27日（月）、５月11日（月）

5 月

でこぽんキッズ

（保健センター）

新米パパママ教室
（保健センター）

町民体育祭 男女グ
ラウンド・ゴルフ大
会（岩崎グラウンド）

星野富弘美術館「花

のきらいな人なんか

…展」　〜 7月 12日

あ し き た DE マ ル
シェ（女島活力推進
センター）

７〜 8カ月児健診

（保健センター）

※日程は変更になることがあります 内は関連ページ
でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

湯浦諏訪神社例大祭
町民講座開講式

（社教センター）

３〜４カ月児健診

（保健センター）

佐敷諏訪神社例大祭

  〜 28日

九州高校選抜相撲選

手権大会　10:30〜

赤ちゃん土俵入り

14:00〜

（佐敷諏訪神社）

県少年親善相撲大会

9:00〜

（佐敷諏訪神社）

昭和の日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

水俣病犠牲者慰霊式

（エコパーク水俣）

御立岬ビーチサッ

カーフェスティバル

（御立岬海水浴場）

〜 24 日

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

年金出張相談

（役場 3階会議室）

9:30 〜 15:00

※要予約

行政相談（役場研修室）

10:00〜15:00 行政相談

（活性化センター）

10:00〜15:00

月 日 曜日 事　　業　　内　　容 場　　　　所

4 19 日 町民講座開講式 社会教育センター

5
12 火 星野富弘美術館「花のきらいな人なんか…展」 星野富弘美術館

21 木 町民体育祭　男・女グラウンド・ゴルフ大会 岩崎グラウンド

6

2 火 平成生き生き大学開校式 社会教育センター

7 日
第 43 回水俣市・葦北郡各町対抗陸上競技大会 エコパーク水俣陸上競技場

一日一汗運動 各自治公民館

27・28 土・日 藤井瑞希杯バドミントン大会 町民総合センター・交流センター

28 日 町民体育祭　卓球大会 地域活性化センター

7

5 日

町民体育祭　バドミントン大会 町民総合センター

町民体育祭　クレー射撃大会 湯浦温泉射撃場

町民体育祭　ボウリング大会 芦北ボウル

14 火 星野富弘美術館「生きているから〜星野富弘と新立航大と清田功〜展」 星野富弘美術館

19 日 町民体育祭　ソフトボール大会（予備 26 日） 地域間交流スポーツグラウンド

23 木 童話発表会（町内小学校） 社会教育センター

27 月 スポーツフェスタ（新体力テスト） 町民総合センター

8

２ 日 町民体育祭　水泳大会 町営温泉プール

５ 水 子ども体験学習（塩づくり体験・料理教室・海浜公園） 御立岬・鶴木山

９ 日 町民体育祭　軟式野球大会（予備 16 日） 地域間交流スポーツグラウンド
・湯浦運動公園

19 水 子ども体験学習（福岡市防災センター・福岡市博物館・大刀洗平和記念館）福岡県福岡市ほか

21 金 水俣・芦北地区人権教育研究大会 水俣市文化会館

23 日 町民体育祭　ビーチボールバレー大会 町民総合センター

30 日 町民体育祭　男・女バレーボール大会 町民総合センター

9

12・13 土・日 第 70 回熊本県民体育祭 熊本市

13 日 町民体育祭　ゴルフ大会 八代ゴルフ倶楽部

15 火 星野富弘美術館「秋の企画展」（調整中） 星野富弘美術館

20 日 町民体育祭　男・女ゲートボール大会 大野農村公園

28 月 第 18 回佐敷城跡観月会 佐敷城跡

10
11 日 町民体育祭　陸上競技大会 ( 予備 12 日） 地域間交流スポーツグラウンド

31 土
文化祭（伝統芸能発表、文化協会発表、作品展示） 町民総合センター

11

１ 日

ー ー 文化講演会（調整中） 町民総合センター

10 火 星野富弘美術館「ことばと心のへぼ将棋〜星野富弘と舘内端〜展」 星野富弘美術館

12 13 日 第 45 回芦北駅伝大会 女島活力推進センター

１

10 日
第 66 回熊日三太郎駅伝競走大会 水俣市〜芦北町

成人式 町民総合センター

17 日 第 12 回芦北町音楽祭 町民総合センター

24 日 第 33 回熊日郡市対抗女子駅伝大会 熊本市

2

９ 火 星野富弘美術館「星野富弘の詩画と第 9 回詩画公募入賞作品展」 星野富弘美術館

14 日 第 42 回郡市対抗熊日駅伝大会 天草市〜熊本市

29 月 平成生き生き大学閉校式 社会教育センター

３
６ 日 スポーツ・文化奨励賞交付式 町民総合センター

20 日 町民講座閉講式 社会教育センター

平成 27 年度　スポーツ・文化等行事のご案内

※日程は変更になることがあります。

３〜４カ月児健診

（保健センター）

１歳 6カ月健診

（保健センター）

新米パパママ教室
（保健センター）

＊問い合わせ先　
　生涯学習課　☎（８７）１１７１

P28

P2

離乳食教室
（保健センター）

まちだより

P26
P19
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お 知 ら せお 知 ら せ

　農業・農村の多面的機能の維持、発揮を図るため、
水路の草刈りや泥上げ、農道の草刈りなどの共同活
動を支援します。
■活動内容　農業者などによる組織を設立し、法面
　や水路、農道などの簡易な保全管理を行う。保全
　管理の計画作成などを行う。
■交付単価　田（３千円／ 10 アール）
　　　　　　畑（２千円／ 10 アール）
■対象農地　農業振興地域の農用地区域の農地
※詳しい内容についてはお問い合わせください。
＊問い合わせ先
　農林水産課　農政係
　☎（８２）２５１１（内線２７１）

農業・農村の共同活動を支援
　ー多面的機能支払事業ー

農
業

　町内で活動している団体や、今から継続的にま
ちづくりを続けていきたいと考えている人で、一
定の条件を満たすと町の助成が受けられます。
　対象事業には、スポーツ・文化振興・国際交流・
研修助成および地域間交流事業などがあります。
■申請期限　５月 14 日（木）　
＊申込・問い合わせ先
　企画財政課　まちづくり推進係
　☎（８２）２５１１（内線２５２）　

「ふるさとづくり基金運用事業」
助成募集

募
集

■お題「人」
　「人」の文字が詠み込まれていればよく「人材」「若
人」のような熟語にしても差し支えありません。
■詠進要領　①お題を詠み込んだ自作の短歌で１
　人１首とし未発表のものに限ります。②用紙は
　習字用の半紙を使い、毛筆で自書してください。
　半紙は横長に使い右半分にお題と短歌、　左半
　分に郵便番号、住所、電話番号、氏名（ふりがな）、
　生年月日、 性別、職業を縦書きで書いてくださ
　い。③病気や身体障害のため毛筆で自書できな
　いときは、点字、代筆、パソコンなどでも詠進
　できます。（自書できない理由を別紙に書いて
　添えてください）詳しくは宮内庁ホームページ
　をご覧ください。
■申込期限　９月 30 日（水）※当日消印有効
■あて先　〒１００―８１１１（住所不要）　
　　　　　宮内庁　　「詠進歌」
＊問い合わせ先　
　宮内庁式部職あてに郵便番号、住所、氏名を書
き返信用切手を貼った封筒を添え、９月 20 日（日）
までに問い合わせください。

平成28年歌会始のお題と詠進要領募
集

カラスが電柱に金属製の材料で巣をつくると停電
することがあります。金属製のハンガーなどを屋
外の物干竿に放置するとカラスが巣の材料に使い
ますので、部屋の中への取り込みをお願いします。
＊問い合わせ先
　九州電力㈱八代営業所
　☎０１２０（９８６）６０６

金物ハンガーは屋内に取り込みを

　農地の有効活用、遊休農地の抑制を目的に農地
の集積を図るため、農地の受け手に対して、交付金
を交付します。詳しくはお問い合わせください。
■交付単価　（10アールあたり）
　３年以上〜５年未満の賃借契約　１万円
　５年以上の賃借契約　２万円
　所有権移転　２万円
■交付要件　農業委員会総会での承認
＊問い合わせ先　
　農林水産課　農政係
　☎（８２）２５１１（内線２７１）

農地集積支援事業農
業

　国、県、町では、耕作放棄地解消の取り組みに対
して、再生作業の経費を一部支援する事業を行って
います。詳細については、再生作業を行う前に問い
合わせくだささい。
■交付単価（10アール当たり）
　県事業　２万円〜３万円
　町事業　１万円〜２万円
　国事業　５万円または事業費の２分の１（重機
　　　　　を使用する場合）
＊問い合わせ先　
　農林水産課　農政係
　☎（８２）２５１１（内線２７１）

耕作放棄地解消事業農
業

申
請
期
限

現
地
調
査

５
月
11
日（
月
）
５
月
18
日（
月
）

６
月
10
日（
水
）
６
月
17
日（
水
）

７
月
10
日（
金
）
７
月
17
日（
金
）

８
月
10
日（
月
）
８
月
17
日（
月
）

９
月
10
日（
木
）
９
月
17
日（
木
）

10
月
13
日（
火
）
10
月
19
日（
月
）

11
月
10
日（
火
）
11
月
17
日（
火
）

12
月
10
日（
木
）
12
月
17
日（
木
）

１
月
12
日（
火
）
１
月
18
日（
月
）

２
月
10
日（
水
）
２
月
17
日（
水
）

３
月
10
日（
木
）
３
月
17
日（
木
）

　耕作放棄地の把握、農地の違反転用防止、意欲
ある農業者への農地集積の促進を図るために町内
の全農地を対象に農地パトロール（農地利用状況
調査）を 1 年を通して定期的に実施します。
　パトロール中、農地内に立ち入ることもありま
すがご理解とご協力をお願いします。

農地パトロールを実施します！
         （農地利用状況調査）

農
地

■期間　５月 14 日〜 10 月 29 日
　　　　毎週木曜日（全 21 回）
　　　　（８月13日〜27日は休み）
■場所　熊本県身体障がい者センター
■対象　高校卒業以上の学力を有する人
■定員　①手書き　②パソコン　各20人（先着順）
■費用　3,000円程度（テキスト代）
■申込期限　４月30日（木）
＊申込・問い合わせ先
　熊本県聴覚障害者情報提供センター
　☎０９６（３８３）５５９５
※要約筆記者とは
聴覚障害者、とりわけ中途失聴者、難聴者のかたの
社会参加を支援するため、話し言葉を文字に変える
ことでコミュニケーションの支援を行います。

要約筆記者養成講座福
祉

　「面会交流」とは夫婦が離婚した後、子どもと別れ
て暮らしているお父さんやお母さんが定期的に子
どもと会って話をしたり、一緒に遊んだりして交流す
ることをいいます。
■支援内容　支援員が次のような支援を行います。
①子どもと同居している親、別居している親と必
　ず事前相談を実施
②面会交流についての支援の内容、方法、日程、
　実施頻度など、当事者合意の下、面会交流支援
　計画書を作成
③支援計画に基づき、面会交流の当日に子どもの
　引き取り、面会交流の相手方に引き渡したり、
　面会交流の場に付き添うなどの援助を行う
■支援対象者　以下の要件を満たしている人
①概ね 15 歳未満の子との面会交流を希望する別
　居している親、または子どもと別居している親
　との面会交流を希望する同居している親。
②面会交流の取り決めを行っていて、本事業の支
　援を受けることについて当事者間で合意してい
　ること。
③子どもと同居している親については、県内に住
　所を有すること
＊問い合わせ先（熊本県事業受託者）
　社会福祉法人　熊本県母子寡婦福祉連合会
　熊本県母子家庭等就業・自立支援センター
　☎０９６（３５１）８７７７

面会交流を支援します福
祉

　芦北地域振興局では、県管理
道路の除草作業を自治会に委託
する事業を行います。自治会が
除草作業を希望する県管理道路
区間について県と契約を結び、

「公役（くやく）」により除草作
業を実施します。県は除草面積
に応じて委託料を支払い自治会
を支援します。
■対象事業　県管理道路沿いの草刈り作業
■対象団体　自治会（行政区などを含む）
■申込期限　原則５月 29 日（金）
※草刈機の使用について安全講習会を開催しま
す。（開催日時は別途お知らせします）
＊申込・問い合わせ先
　熊本県県南広域本部　芦北地域振興局　
　土木部　維持管理調整課
　☎（８２）２５３０

自治会（行政区など）による県管理
道路の除草を支援します

除
草

＊問い合わせ先
　農業委員会　☎（８２）２５１１（内線２６１）

九州電力からのお願い

農地の売買・貸し借り、農地転用な
どの申請期限および現地調査日

農
地

＊問い合わせ先
　農業委員会　☎（８２）２５１１（内線２６１）
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【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長　

山
元
信
作
（
建
設
課
長
）
▼
田
浦

基
幹
支
所
長　

溝
下
博
行
（
田
浦
基
幹
支
所
課
長

補
佐
）
▼
企
画
財
政
課
長　

柳
田
豊
彦
（
農
林
水

産
課
長
）
▼
税
務
課
長　

楠
原
清
照
（
住
民
生
活

課
長
）
▼
住
民
生
活
課
長　

一
丸
喜
八
郎
（
会
計

管
理
者
兼
会
計
室
長
）
▼
農
林
水
産
課
長　

藤
井

哲
郎
（
生
涯
学
習
課
長
）
▼
建
設
課
長　

下
田
研

（
議
会
事
務
局
長
）　

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長

井
手
口
浩
二
（
税
務
課
長
補
佐
）　

▼
上
下
水
道

課
長　

坂
道
征
一
（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）
▼
教

育
課
長　

大　

雄
二
（
住
民
生
活
課
長
補
佐
）
▼

生
涯
学
習
課
長　

江
上　

繁
（
税
務
課
長
）
▼
議

会
事
務
局
長　

岩
間
睦
生
（
水
俣
芦
北
広
域
行
政

事
務
組
合
派
遣
）
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

告

畑
一
彦
（
農
林
水
産
課
長
補
佐
）
▼
水
俣
芦
北
広

域
行
政
事
務
組
合
派
遣　

藤
井
優
一
（
住
民
生
活

課
長
補
佐
兼
健
康
づ
く
り
推
進
室
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
田
浦
基
幹
支
所
課
長
補
佐　

嶋
崎
雄
二
（
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
公
民
館
佐
敷

分
館
長
）
▼
企
画
財
政
課
長
補
佐　

川
尾
敏
浩

（
福
祉
課
長
補
佐
）
▼
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
政

策
推
進
室
長　

松
本
俊
造
（
商
工
観
光
課
主
幹
兼

商
工
係
長 

）
▼
税
務
課
長
補
佐　

元
山
俊
治

（
田
浦
基
幹
支
所
主
幹
兼
支
所
係
長
）
▼
住
民
生

活
課
長
補
佐　

宮
石
幸
人
（
生
涯
学
習
課
長
補

佐
）
▼
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
健
康
づ
く
り
推
進

室
長　

田
中
公
広
（
住
民
生
活
課
主
幹
兼
健
康
づ

く
り
推
進
室
医
療
年
金
係
長
）
▼
福
祉
課
長
補
佐

櫻
井
優
一
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
室

長
）
▼
農
林
水
産
課
長
補
佐　

福
井
成
昭
（
企
画

財
政
課
長
補
佐
）
▼
商
工
観
光
課
温
泉
観
光
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
湯
浦
出
張
所
長　

鶴
岡
幸
一
（
福
祉

課
主
幹
兼
児
童
家
庭
福
祉
係
長
）
▼
上
下
水
道
課

長
補
佐　

上
野
孝
司
（
建
設
課
主
幹
兼
住
宅
係

長
）
▼
教
育
課
長
補
佐　

白
坂
達
也
（
教
育
課
主

幹
兼
学
校
教
育
係
長
）
▼
生
涯
学
習
課
長
補
佐　

釡　

辰
信
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
文
化
振
興
係

長
）
▼
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

公
民
館
佐
敷
分
館
長　

中
田
祐
一
（
教
育
課
長
補

佐
）
▼
農
林
水
産
課
主
幹
兼
振
興
係
長　

平
田
秀

臣
（
農
林
水
産
課
振
興
係
長
）
▼
建
設
課
主
幹
兼

建
築
係
長　

濱
本
弘
幸
（
建
設
課
建
築
係
長
）
▼

会
計
室
主
幹
兼
会
計
係
長　

溝
俣
圭
一
（
会
計
室 

会
計
係
長
）

【
係
長
級
】

■
総
務
課　

▼
管
財
係
長　

岩
間
賢
二
（
商
工
観

光
課
温
泉
観
光
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
湯
浦
出
張
所

長
）
▼
情
報
管
理
係
長　

竹
下
淳
也
（
福
祉
課
高

齢
者
福
祉
係
長
）
▼
大
野
出
張
所
長　

成
松
佐
代

美
（
議
会
事
務
局
書
記
）
▼
吉
尾
出
張
所
長　

倉

永
や
す
子
（
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
参
事
）

■
田
浦
基
幹
支
所　

▼
係
長　

中
山
伸
広
（
建
設

課
計
画
係
参
事
）

■
住
民
生
活
課　

▼
総
合
窓
口
係
長　

大
田
修
久

（
総
合
窓
口
係
参
事
）
▼
介
護
保
険
係
長　

濱
田

清
彦
（
介
護
保
険
係
参
事
）
▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
所

長　

田
中
元
域
（
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

派
遣
・
参
事
）
▼
健
康
づ
く
り
推
進
室
医
療
年
金

係
長　

中
村
圭
一
郎
（
税
務
課
住
民
税
係
参
事
）

■
福
祉
課　

▼
児
童
家
庭
福
祉
係
長　

上
野
晃
祐

（
住
民
生
活
課
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
高
齢
者

福
祉
係
長　

山
下
博
章
（
総
務
課
管
財
係
長
）

■
農
林
水
産
課　

▼
農
政
係
長　

川
田
康
幸
（
農

政
係
参
事
）

■
商
工
観
光
課　

▼
商
工
係
長　

竹
下
健
太
（
企

画
財
政
課
財
政
係
参
事
）
▼
地
域
資
源
開
発
係
長

寺
川
廣
治
（
農
林
水
産
課
農
政
係
参
事
）

■
建
設
課　

▼
住
宅
係
長　

宮
本
賢
治
（
農
林
水

産
課
農
政
係
長
）

■
教
育
課　

▼
学
校
教
育
係
長　

鳥
居
佳
史
（
生

涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）
▼
芦
北
幼
稚
園
長　

兼
丸
靖
子
（
芦
北
幼
稚
園
教
諭
）

■
生
涯
学
習
課　

▼
生
涯
学
習
係
長　

唐
帆
秀
明

（
総
務
課
情
報
管
理
係
長
）
▼
文
化
振
興
係
長　

深
川
裕
二
（
文
化
振
興
係
参
事
）
▼
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
係
長　

立
岩
登
紀
子
（
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
参
事
）

■
議
会
事
務
局　

▼
書
記　

白
坂
フ
ク
ミ
（
総
務

課
大
野
出
張
所
長
）

【
参
事
級
】

■
田
浦
基
幹
支
所　

福
井
る
み
子
（
福
祉
課
田
浦

保
育
所
保
育
士
）

■
税
務
課　

▼
住
民
税
係　

荒
川
郁
郎
（
住
民
生

活
課
吉
尾
温
泉
診
療
所
参
事
）、
渡
邊
純
子
（
福

祉
課
障
害
者
福
祉
係
参
事
）
▼
固
定
資
産
税
係　

宮
石
夏
樹
（
企
画
財
政
課
政
策
推
進
係
参
事
）

■
住
民
生
活
課　

▼
総
合
窓
口
係　

坂
本
ま
り
子

（
湯
浦
保
育
所
保
育
士
）、
濱
本
と
よ
子
（
田
浦
基

幹
支
所
参
事
）
▼
介
護
保
険
係　

宮
村
誠
子
（
田

浦
保
育
所
保
育
士
）
▼
健
康
づ
く
り
推
進
室
医
療

年
金
係　

内
田
裕
美
（
田
浦
保
育
所
保
育
士
）

■
福
祉
課　

児
童
家
庭
福
祉
係　

中
村
一
美
（
大

野
保
育
所
保
育
士
）
▼
障
害
者
福
祉
係　

寺
川
陽

子
（
大
野
保
育
所
保
育
士
）

■
商
工
観
光
課　

▼
観
光
係　

堀
口
貴
生
（
住
民

生
活
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
医
療
年
金
係
参
事
）

■
上
下
水
道
課　

▼
下
水
道
係　

山
口
寛
夫
（
住

民
生
活
課
環
境
対
策
係
参
事
）

■
教
育
課　

▼
学
校
教
育
係　

小
川
美
樹
（
福
祉

課
社
会
福
祉
係
参
事
）
▼
芦
北
幼
稚
園
教
諭　

池

松
清
美
（
大
野
保
育
所
保
育
士
）

■
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣　

本
村
健

作
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
参
事
）

【
そ
の
他
の
職
】

■
総
務
課　

▼
総
務
係　

池
田
高
太
（
農
林
水
産

課
林
務
水
産
係
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秘
書
広
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住
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生
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課
総
合
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係
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工
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課
観
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係
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▼
総
務
課
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黒
田
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子
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工
観
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課
観
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係
）、
一
田
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佳
（
教
育
課
学
校

教
育
係
）

■
企
画
財
政
課　

▼
財
政
係　

小
川
宏
達
（
熊
本

県
派
遣
）
▼
政
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推
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室
政
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推
進
係　

橋
本
仁

志
（
総
務
課
総
務
係
）

■
税
務
課　

▼
固
定
資
産
税
係　

宮
本
武
蔵
（
福

祉
課
児
童
家
庭
福
祉
係
）

■
住
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活
課　

▼
環
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対
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係　

下
田
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（
生
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学
習
課
温
泉
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ル
）
▼
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掃
セ
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大
谷
輝
治
（
建
設
課
維
持
係
）、
塩
森
信
幸
（
総

務
課
秘
書
広
報
係
）
▼
健
康
づ
く
り
推
進
室
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療

年
金
係　
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地
め
ぐ
み
（
総
務
課
秘
書
広
報
係
）

▼
健
康
づ
く
り
推
進
室
吉
尾
温
泉
診
療
所　

上
野

雄
也
（
税
務
課
住
民
税
係
）

■
福
祉
課　

▼
社
会
福
祉
係　

丁
優
紀
子
（
住
民

生
活
課
総
合
窓
口
係
）

■
商
工
観
光
課　

▼
観
光
係　

告
下
祐
樹
（
上
下

水
道
課
水
道
係
）
▼
芦
北
海
浜
総
合
公
園　

漆
下

浩
文
（
住
民
生
活
課
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

■
農
林
水
産
課　

▼
農
政
係　

一
田
貴
臣
（
生
涯

学
習
課
体
育
振
興
係
）、
中
田
勝
史
（
上
下
水
道

課
下
水
道
係
）
▼
林
務
水
産
係　

笠
本
尚
志
（
建

設
課
計
画
係
）
▼
振
興
係　

江
口
佑
人
（
建
設
課

土
木
係
）

■
建
設
課　

▼
計
画
係　

釡　

千
秋
（
税
務
課
固

定
資
産
税
係
）
▼
土
木
係　

橋
口
貴
文
（
農
林
水

平
成
27
年
度

　
町
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

※
（　

）
内
は
前
職

産
課
振
興
係
）
▼
維
持
係　

松
永
光
則
（
商
工
観

光
課
芦
北
海
浜
総
合
公
園
）

■
上
下
水
道
課　

▼
水
道
係　

宮
島
智
博
（
住
民

生
活
課
清
掃
セ
ン
タ
ー
）
▼
下
水
道
係　

大
矢　

聡
（
生
涯
学
習
課
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

■
教
育
課　

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

田
畑
照
代

（
田
浦
保
育
所
）、
福
島
康
子
（
田
浦
保
育
所
）

■
生
涯
学
習
課　

▼
文
化
振
興
係　

松
﨑
和
樹

（
総
務
課
付
）、
前
川
明
宏
（
住
民
生
活
課
健
康
づ

く
り
推
進
室
医
療
年
金
係
）
▼
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー　

宮
本
直
弥
（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
）

■
熊
本
県
派
遣　

松
下
祐
樹
（
企
画
財
政
課
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
）

【
新
規
採
用
】

企
画
財
政
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係　

蓑
田
真
平

住
民
生
活
課
総
合
窓
口
係　
　
　
　

漆
前
杏
奈

建
設
課
計
画
係　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
正
大

生
涯
学
習
課
体
育
振
興
係　
　
　
　

山
下
香
織

生
涯
学
習
課
温
泉
プ
ー
ル　
　
　
　

本
田
貴
紀

【
３
月
31
日
付
け
退
職
】

早
川
純
一
（
総
務
課
長
）

野
口
博
司
（
田
浦
基
幹
支
所
長
）

寺
川
健
一
（
企
画
財
政
課
長
）

坂
口
俊
司
（
上
下
水
道
課
長
）

鶴
山
秀
生
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

本
山　

昭
（
教
育
課
長
）

岩
間
千
代
美
（
吉
尾
出
張
所
長
）

浦
川
諒
子
（
田
浦
保
育
所
長
）

宮
森
千
鶴
子
（
湯
浦
保
育
所
長
）

大　

峯
子
（
大
野
保
育
所
長
）

黒
田
順
子
（
住
民
生
活
課
総
合
窓
口
係
長
）

山
田
蓉
子
（
住
民
生
活
課
介
護
保
険
係
長
）

宮
口
毅
彦
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

草
野
靖
子
（
湯
浦
保
育
所
）

右面下から続き

　水俣病の犠牲になって亡くなられた全て
の生命に慰霊の祈りをささげ、環境再生・
創造を誓うため慰霊式を開催します。
■日時　５月１日（金）午後１時 30 分〜
■場所　エコパーク水俣親水緑地
　　　　「水俣病慰霊の碑」前
※会場まで送迎バスを運行します。
＊問い合わせ先
　水俣市環境モデル都市推進課
　☎（６１）１６１２

水俣病犠牲者慰霊式
田浦基幹支所前

JA あしきた
田浦基幹支所前

11:20

11:25

11:40

11:30

11:35

12:00

11:45

11:50

13:00

12:20

12:15

12:10

■送迎バス運行表 ※帰りは逆コースで運行します。

月日
収集 持込受付

芦北地区 田浦地区 清掃センター 田浦事業所

４月 29 日（水） 休み 通常収集 休み 休み

４月 30 日（木） 通常収集 通常収集 通常どおり 通常どおり

５月１日（金） 通常収集 通常収集 通常どおり 休み

５月２日（土） 休み 休み 休み 休み

５月３日（日） 休み 休み 休み 休み

５月４日（月） 休み 通常収集 休み 休み

５月５日（火） 休み 通常収集 休み 休み

５月 6 日（水） 通常収集 通常収集 休み 休み

５月 7 日（木）〜 通常収集 通常収集 通常どおり 通常どおり

※通常収集とは「ごみ収集日程
　表」どおりの収集です。
※左記期日以外のごみの持込は
　通常どおりです。
　◎清掃センター
　平日　午後１時〜４時
　◎清掃センター田浦事業所
　火・木曜日　午前９時〜正午
　※祝祭日を除く
＊問い合わせ先
　清掃センター
　☎（８６）０２７７

◎ゴールデンウィーク期間中のごみ収集・持込日程

ヘルシーパーク
玄関前

新立宅横広場
自動販売機 芦北町役場

玄関前ロータリー

計石郵便局前

海浦バス停 計石温泉センター

女島バス停（小崎）

京泊バス停
( 女島・沖）

福浦バス停
福浦橋

慰霊式会場

　

水俣市立水俣病資料館では慰霊式で慰霊碑に奉納
する名簿への申込みを受け付けています。
■対象　水俣病認定患者で亡くなられている人
■個人情報　氏名など個人情報は非公開です。

※平成 28 年の慰霊式での奉納となります。
※申込みには印鑑が必要です。

＊問い合わせ先
　水俣市立水俣病資料館
　☎（６２）２６２１

水俣病慰霊の碑に奉納する名簿を
受け付けます（平成 28 年奉納分）
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　平成 26 年にスポーツや文化活動で活躍した町民を
たたえるため、３月 14 日、しろやまスカイドームで
芦北町スポーツ賞・芦北町文化振興奨励賞の交付式が
行われました。スポーツ賞は 48 人、文化振興奨励賞
は 17 人が受賞。受賞者には盾と奨励金が贈られまし

た。受賞者は次のとおりです。（敬称略）※カッコ内
の住所、所属などは各大会での受賞時のものです。

（対象：平成26年１月１日〜12月31日までの受賞者）

【
金
賞
】（
全
国
大
会
）

▼
第
14
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会　

５
年
個
人
組
手　

優
勝
＝
釡　

つ
ば
さ
（
花
岡
西
、
佐
敷
小
５
年
）、
１

年
個
人
組
手　

３
位
＝
橋
本
悠
雅
（
大
岩

一
、
佐
敷
小
１
年
）
▼
第
27
回
全
国
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会　

４
位
＝
矢

野　

明
（
宮
崎
）、
▼
第
69
回
国
民
体
育

大
会　

カ
ヌ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
フ
ォ
ア　

４

位
＝
谷
口
美
貴
（
湯
浦
北
、
水
俣
高
３

年
）、竹
下
夢
乃
（
計
石
東
、水
俣
高
３
年
）

▼
平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
空
手
道
競
技
個
人
組
手　

５
位
＝
釡 

み
な
み
（
花
岡
西
、
芦
北
高
３
年
）、
▼

第
22
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

　

個
人
組
手　

５
位
＝
田
村　

響
（
花
岡

西
、
佐
敷
中
２
年
）、
▼
第
23
回
全
国
小

学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

ダ
ブ

ル
ス　

５
位
＝
益
田
萌
寧
（
田
浦
３
、
田

浦
小
６
年
）
▼
平
成
26
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
相
撲
競
技　

５
位
＝
福

田
亮
太
（
計
石
西
、
文
徳
高
１
年
）
▼
第

47
回
全
国
高
等
専
門
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会　

５
位
＝
岩
本
孝
信
（
新
町
、
熊

本
高
専
八
代
４
年
）　

【
銀
賞
】（
九
州
大
会
）

▼
平
成
26
年
度
第
28
回
か
さ
さ
ぎ
杯
ジ
ュ

ニ
ア
新
体
操
競
技
会　

団
体
演
技　

２
位

＝
岩
永
周
大
（
本
町
、
佐
敷
中
３
年
）
今

村
亮
介
（
本
町
、同
１
年
）、岩
永
果
大
（
本

町
、
同
１
年
）、
大
室
裕
慈
（
向
町
、
同

１
年
）、
川
口
大
輔
（
花
岡
西
、
同
１
年
）、

木
下
大
雅
（
花
岡
東
、
同
１
年
）、
邑
上

颯
（
芦
北
、
同
１
年
）、
米
良
睦
希
（
計

石
西
、
同
１
年
）
▼
第
43
回
全
九
州
高
等

学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会　

女

子
団
体　

２
位
＝
向　

琴
音（
小
田
浦
２
、

八
代
白
百
合
高
２
年
）
▼
第
40
回
全
九
州

空
手
道
選
手
権
大
会　

個
人
組
手　

２
位

＝
田
村　

嵐
（
花
岡
西
、
芦
北
高
３
年
）、

団
体
組
手　

２
位
＝
坂
田
宏
樹（
花
岡
西
、

芦
北
町
教
委
）
▼
第
26
回
全
国
高
校
選
抜

ボ
ー
ト
大
会
九
州
地
区
予
選　

ク
ォ
ド
ル

プ
ル　

２
位
＝
塩
田
義
峰
（
新
町
、
熊
本

学
園
大
附
属
高
２
年
）
▼
平
成
26
年
度
九

州
中
学
校
総
合
体
育
大
会
空
手
道
競
技　

個
人
組
手　

３
位
＝
鬼
塚
大
輝
（
宮
崎
、

湯
浦
中
３
年
）
▼
第
31
回
全
九
州
小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

ダ
ブ
ル
ス

３
位
＝
上
門
汰
輝
（
小
田
浦
３
、
田
浦
小

４
年
）
▼
第
１
回
全
九
州
少
年
少
女
空
手

道
選
手
権
大
会　

５
年
個
人
組
手　

３
位

＝
宮
島
碧
大
（
豊
岡
、
内
野
小
５
年
）　

【
銅
賞
】（
県
大
会
）

▼
平
成
26
年
度
熊
本
県
高
等
学
校
テ
ニ
ス

新
人
大
会　

団
体
戦　

優
勝
＝
山
本
い
り

あ
（
道
川
内
東
、
九
州
学
院
高
２
年
）
▼

平
成
26
年
度
熊
本
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会　

陸
上
競
技
１
５
０
０
ｍ　

優
勝
＝
井

川
龍
人
（
花
岡
西
、
佐
敷
中
２
年
）
▼
第

40
回
熊
日
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
相
撲
大
会

　

個
人
戦　

優
勝
＝
林
田
大
和

（
芦
北
、
佐
敷
小
２
年
）
▼
平
成
26
年
度

熊
本
県
中
学
生
空
手
道
新
人
大
会　

団
体

戦　

優
勝
＝
一
村
晃
輝
（
市
野
瀬
、
佐
敷

中
２
年
）、
岩
下
照
英
（
向
町
、
同
２
年
）

▼
平
成
26
年
度
鹿
児
島
県
硬
式
野
球
大
会

優
勝
＝
寺
川
翔
飛
（
宮
崎
、湯
浦
中
２
年
）

▼
第
33
回
熊
本
県
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会　

個
人
形　

優
勝
＝
山
尾
悠
真

（
花
岡
北
、
佐
敷
小
４
年
）、
個
人
組
手　

優
勝
＝
橋
本
将
人
（
大
岩
一
、
佐
敷
小
３

年
）
▼
平
成
26
年
度
熊
本
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
空
手
道
競
技　

団
体
戦　

優

勝
＝
佐
藤
雄
介
（
道
川
内
西
、
文
徳
高
１

年
）
平
成
26
年
度
熊
本
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
空
手
道
競
技　

個
人
戦　

優
勝
＝

山
本
真
帆
（
花
岡
西
、
佐
敷
中
３
年
）
▼

第
44
回
九
州
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

熊
本
県
大
会　

優
勝
＝
間
柄
両
真
（
湯
浦

南
、
湯
浦
中
３
年
）、
第
69
回
熊
本
県
民

体
育
祭
空
手
道
競
技　

団
体
戦　

優
勝
＝

林
田　

勇
（
湯
浦
北
）、
綱
田
裕
佑
（
高

岡
南
）、
竹
林
公
也
（
田
浦
２
）、
桑
本
裕

一
郎
（
桑
原
）
▼
第
40
回
熊
日
学
童
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

団
体
戦

　

優
勝
＝
赤
山
彪
雅
（
道
川
内
西
、
佐
敷

小
３
年
）、
毛
利
柊
光
（
高
岡
南
、
内
野

小
４
年
）、   

才
新
知
矢 

（
天
月
、
大
野
小

５
年
）、地
方
陸
人
（
米
田
、内
野
小
６
年
）

▼
第
40
回
熊
日
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
相
撲

大
会　

低
学
年
団
体
戦　

優
勝
＝
立
古
常

明
（
花
岡
東
、
佐
敷
小
４
年
）、
小
島
幸

ノ
助
（
道
川
内
西
、
佐
敷
小
３
年
）
▼
平

成
26
年
度
熊
本
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

相
撲
競
技
１
年
生
個
人　

優
勝
＝
橋
本
大

海
（
宮
浦
、
佐
敷
中
１
年
）

【
特
別
賞
（
指
導
者
）】

▼
第
14
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手

権
大
会　

５
年
女
子
個
人
組
手　

優
勝
指

導
者
＝
釡
辰
信
（
花
岡
西
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
振
興
奨
励
賞

【
金
賞
】（
全
国
大
会
）

▼
第
65
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
農
業
鑑
定
競
技　

最
優
秀
賞
＝
川
口
凌

真
（
乙
千
屋
、
芦
北
高
３
年
）、
優
秀
賞

＝
山
田
正
大
（
湯
南
団
地
、
同
３
年
）
▼

第
７
回
ク
ム
ホ
・
ア
シ
ア
ナ
杯
話
し
て
み

よ
う
韓
国
語
高
校
生
大
会
（
韓
国
語
弁
論

大
会
）　

最
優
秀
賞
＝
蓮
田
な
つ
み
（
平

生
、
長
崎
県
立
対
馬
高
３
年
）

【
銀
賞
】（
九
州
大
会
）

▼
第
69
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル　

銅
賞

＝
前
島
龍
太
郎
（
芦
北
、
水
俣
高
３
年
）、

國
武
宗
一
朗
（
豊
岡
、
同
３
年
）、
向
野

帆
南
美
（
湯
南
団
地
、
同
２
年
）、
田
畑

美
奈
（
小
田
浦
５
、
同
２
年
）、
嶋
崎
い

く
み
（
湯
浦
北
、同
２
年
）、黒
田
瑞
穂
（
高

岡
北
、
同
２
年
）
川
添
和
莉
（
白
木
、
同

２
年
）、
内
山
美
優
（
湯
浦
北
、
同
２
年
）、

藤
井
悠
弥
花
（
平
生
、
同
１
年
）
▼
第
30

回
読
売
女
流
書
法
展　

女
流
読
売
大
賞
＝

竹
﨑
麗
子
（
乙
千
屋
）　

【
銅
賞
】（
県
大
会
）

▼
第
49
回
県
発
明
工
夫
展
（
図
工
）　

県

賞
＝
井
川
遥
香
（
湯
南
団
地
、
湯
浦
小

６
年
）、
寺
川
ひ
か
り
（
宮
崎
、
湯
浦
小

平成 26 年度スポーツ賞・文化振興奨励賞

左
上
へ

▶
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん

▶
文
化
振
興
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん

平成 26 年度スポーツ賞・文化振興奨励賞平成 26 年度スポーツ賞・文化振興奨励賞

６
年
）、
Ｋ
Ｋ
Ｔ
賞
＝
荒
川
真
輝
（
湯

南
団
地
、
湯
浦
小
６
年
）、
エ
ジ
ソ
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
賞
＝
橋
本
莉
子
（
湯
浦

南
、
湯
浦
小
６
年
）

受賞者の皆さま

おめでとうございます。
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芦
北
の
春
の
風
物
詩
、
芦
北
う
た
せ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
３
月
22
日
に
芦
北
海
浜
総
合
公
園
を

ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
31
回

目
と
な
る
今
大
会
に
は
県
内
外
か
ら
過
去
最
高

の
２
２
５
３
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
者
は
春

の
暖
か
な
日
差
し
の
中
、
不
知
火
海
の
潮
風
を

受
け
な
が
ら
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
キ
ロ
、

５
キ
ロ
、
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
ご
と
に
風
光
明
媚

（
め
い
び
）
な
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
後
に
は
、
う
た
せ
マ
ラ
ソ
ン
名
物
の

エ
ビ
飯
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
芦
北
の
味

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
各

部
門
男
女
別
の
上
位
入
賞
者
や
最
高
齢
者
、
遠

方
か
ら
の
参
加
者
な
ど
へ
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
後
の
お
楽
し
み
抽
選
会
は
、
芦
北
町

合
併
10
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
、
例
年
よ
り

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
景
品
が
準
備
さ
れ
、
当

選
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
参
加
者
は

一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

大会を盛り上げました♪

芦
北
う
た
せ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

過
去
最
多
２
２
５
３
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

２
０
１
５

約９００人の選手が一斉にスタート
（ハーフマラソン）

▲走り終えた後のエビ飯は格別！

▲春の芦北を駆け抜ける参加者たち▲

▲豪華賞品多数の抽選会

大会を支えるボランティア

▲観光うたせ船組合や町食生活
改善推進員などによるエビ飯づくり

▲商工会、民生児童委員、女島
開発委員会、地区住民などがラ
ンナーへ給水

芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

地
震
へ
の
備
え

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
！

　

県
内
に
お
い
て
特
殊
詐
欺
被
害
が

増
加
し
、
警
察
官
の
名
前
を
か
た
っ

た
電
話
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

　

◯「
家
族
の
絆
」を
醸
成
す
る
。

　

◯
在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
に
す
る
。

　

◯
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
限
度
額
の
引
き
下

　
　

げ
を
検
討
す
る
。

　

◯
電
話
帳
か
ら
の
電
話
番
号
の
削

　
　

除
を
検
討
す
る
。

　

◯
お
金
を
振
り
込
ん
だ
り
す
る
時

　
　

は
必
ず
誰
か
に
相
談
す
る
。

な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。

■
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

主
に
電
話
で
、
親
族
、
警
察
官
、

弁
護
士
な
ど
に
な
り
す
ま
し
て
、
交

通
事
故
や
勤
務
先
で
の
不
祥
事
な
ど

を
名
目
に
、
現
金
を
犯
人
の
口
座
に

振
り
込
ま
せ
て
だ
ま
し
取
る
も
の
。

■
融
資
保
証
金
詐
欺

　

融
資
保
証
金
な
ど
の
名
目
で
、
現

金
を
犯
人
の
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る

な
ど
し
て
だ
ま
し
取
る
も
の
。

■
還
付
金
等
詐
欺

　

市
役
所
職
員
、
税
務
署
職
員
な
ど

を
名
乗
り
電
話
を
か
け
、
税
金
、
医

療
費
な
ど
の
還
付
に
必
要
な
手
続
き

を
装
っ
て
、
被
害
者
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操

作
さ
せ
、
口
座
間
送
金
に
よ
り
現
金

を
だ
ま
し
取
る
も
の
。

■
ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
詐
欺

　

パ
チ
ン
コ
の
必
勝
法
、
ロ
ト
６
の

当
選
番
号
教
え
る
な
ど
と
言
っ
て
現

金
を
だ
ま
し
取
る
も
の
。

■
社
債
、
株
な
ど
の
購
入
や
名
義
貸

　
し
を
持
ち
掛
け
る
詐
欺

　

被
害
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
り

つ
け
、
社
債
、
株
な
ど
の
購
入
名
義

貸
し
を
依
頼
し
「
名
義
貸
し
は
法
律

違
反
に
な
る
。」
な
ど
と
言
っ
て
裁

判
費
用
名
目
な
ど
で
現
金
を
だ
ま
し

取
る
も
の
。

・
火
災
の
発
生
に
備
え
て
消
火
器
の

　

準
備
や
風
呂
の
水
の
汲
み
置
き
を

　

し
て
お
く
。

・
普
段
使
用
し
な
い
電
気
器
具
は
、

　

差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト

　

か
ら
抜
い
て
お
く
。

・
非
常
用
品
は
置
く
場
所
を
決
め
て

　

準
備
し
て
お
く
。

・
家
族
で
避
難
経
路
や
避
難
場
所
を

　

確
認
し
て
お
く
。

・
外
出
中
に
家
族
が
帰
宅
困
難
に
な

　

っ
た
り
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
場

　

合
の
安
否
確

　

認
方
法
や
集

　

合
場
所
を
決

　

め
て
お
く
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
４
年

以
上
の
月
日
が
経
過
し
ま
し
た
。
近

い
将
来
、
国
内
で
は
首
都
直
下
型
地

震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
巨
大

地
震
の
発
生
も
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
明
日
は
我
が

身
と
い
う
気
持
ち
で
、
日
頃
か
ら
備

え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
家
具
や
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど
を

　

固
定
し
、
転
倒
、
落
下
、
移
動
防

　

止
措
置
を
し
て
お
く
。

・
け
が
の
防
止
や
避
難
に
支
障
の
な

　

い
よ
う
家
具
の
配
置
を
し
て
お
く
。

・
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
や
窓
ガ
ラ
ス
に

　

は
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
貼
り
、
ガ
ラ

　

ス
飛
散
防
止
措
置
を
し
て
お
く
。

 

・
散
乱
物
で
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に

　

ス
リ
ッ
パ
や
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
を

　

身
近
に
準
備
し
て
お
く
。

・
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
を
す
ぐ

　

使
え
る
場
所
に
置
い
て
お
く
。

詐
欺
の
手
口

■
身
の
安
全
の
備
え

■
地
震
発
生
時
へ
の
備
え

■
確
か
な
行
動
の
備
え

新
１
年
生
に

黄
色
い
帽
子
な
ど
贈
呈

　
芦
北
地
区
交
通
安
全
協
会

（
尾
上
春
樹
会
長
）
が
４
月
に

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
に
黄

色
い
帽
子
を
、
中
学
校
に
入
学

す
る
生
徒
に
蛍
光
反
射
タ
ス
キ

を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
同
協
会
が
長
年

続
け
て
き
て
お
り
、
３
月
12
日

に
各
小
中
学
校
の
校
長
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
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ま ち の わ だ い まちのわだいまちのわだい
計石地域づくりミニフォーラム

パネルディスカッションで意見を交わす計石住民

　計石地区で地域づくりを考えるフォーラムが計石公民
館で３月 7日に行われ、地区住民など約 50 人が参加し
ました。同地区では地域づくりコーディネーターの今泉
重敏氏を講師に、昨年夏から講演会や座談会を開いてお
り、この日は経過報告やパネルディスカッションが行わ
れました。報告のなかでは、「日本一美しいごみステー
ションの創造」など地区内での実際の取り組みを交えて
紹介しました。そのほか、計石弁の掛け合いを地区の女
性２人が披露するなど会場は笑いと活気に包まれていま
した。

旧海浦小の鐘の音、幼稚園で再び
　芦北幼稚園で３月３日、旧海浦小から引き継がれた鐘
が披露され、およそ 40 年ぶりに鐘の音色が響きました。
この鐘は同小の昭和 27 年度卒業生により寄贈されたも
ので、チャイムが導入された昭和 53 年ごろまで授業の
開始や終了の合図に鳴らされていたようです。同小の閉
校時に当時区長だった垣添武明さんが倉庫で見つけ、幼
稚園に引き継いでいました。
　この日は、昭和 53 年まで同小に勤務し、当時鐘を鳴
らす担当をしていた近くの楠本信子さんと園児２人が鐘
を鳴らしました。この日以降は午前９時と午後２時に園
児が交代で復活した鐘を鳴らしています。

　町では地域住民が主体となった見守り活動を行うこと
で、誰もが地域で安全に安心して暮らせる社会の実現を
目指し「芦北町見守りネットーワーク」の構築を図ってい
ます。今回その一つとして３月 26日、芦北町役場で事業
に賛同された民間５事業者の代表と竹﨑町長が見守りに
関する協定書に署名し締結しました。この協定は業務活
動の中で新聞がたまっているなどの異変に気付いた場合、
関係機関に連絡してもらうものです。この日協定を結ん
だのは県建設業協会芦北支部、生協くまもと（水俣市）、
熊本日日新聞の湯浦販売センター、佐敷販売店、田浦・白
石販売センターです。

地域で見守り安心・安全な町に

復活した鐘を鳴らす園児とそれを見つめる楠本さん
鐘をつり下げる架台は宮下幸雄さんが無償で制作

佐敷宿交流館桝屋のひな祭りで餅づくり

ま
ち

か
ど
ス
ナ
ッ
プ

　芦北町消防点検が３月15日、しろやまスカイドームで
行われました。雨天のため、屋内での実施となりましたが
芦北町の全10分団415人が集結し、通常点検による規律
競技が行われました。また、保育園児と幼稚園児も大きな
声ときびきびとした動きで通常点検を披露し、会場からは
大きな拍手が贈られました。
【規律競技】
１位　機動分団
２位　第7分団（丸山、米田、高岡、古石、豊岡、大川内）
３位　第6分団（宮崎、湯浦、女島）

415人の団員が集結―町消防点検

見守りに関する協定に署名・押印する代表者の皆さん

消防点検で団長答辞を述べる松﨑政司消防団長

卒業生１人の吉尾小卒業式で答辞を述べる畑野怜司くん

３月 24 日 ３月１日

　平成 26 年度町民講座閉講式が、3月 21 日に町社会教
育センターで行われました。平成 26 年度は 25 講座を
のべ 335 人が受講しました。
　式では受講生を代表し、論語教室を５年間受講した山
下生吾さん（白岩）が講師への謝辞を述べました。また、
受講生の年齢構成や男女比などから独自に分析を行い、
「芦北町の文化度が高いと評価できる」と話しました。
　式の後は、各講座ごとに発表会が行われ、舞踊講座を
受講した町ＡＬＴのジュリア・グリーンさんが着物姿で
舞踊を披露すると、ひときわ大きな拍手が送られました。

舞踊を披露するＡＬＴのジュリアさん（写真左）

３年間の成果を発表

力強く約束組手を披露。審判も生徒が行いました

　佐敷中で３月３日に体育の空手道の授業が最終日を迎
え、発表会が行われました。３年生の発表会はトーナメ
ント方式で団体戦の試合を開催。チームごとに、決まっ
た手順に従って技を掛け合う「約束組手」を披露し、姿
勢や気合い、力強さなどを競いました。
　３年間、授業で空手道を習った生徒は、「めりはり、
気迫が出せるようになった。空手以外のスポーツでも学
んだことを生かしたい」と話しました。
　芦北町では全ての中学校の武道の授業に空手道を取り
入れており、礼節を重んじる態度などを養成しています。

講座で学んだ成果を披露

「芦北高校を支援する会」発足
　３月 21 日に町内旅館で「芦北高校を支援する会」の
発足式が行われました。葦北郡内唯一の高校である同校
は、創立 93 年で、これまで約 1万 5千人の卒業生を輩
出してきましたが、近年、生徒数は減少傾向にあります。
　支援する会は卒業生や農協、商工会、漁協、森林組合、
建設業組合などで構成され、会長に就任した中原豊德さ
んは「芦北高校が『学びたい、学ばせたい高校』として
地域の人材育成の中核であるために地域が一体となって
発展を支援することが必要」と話しました。
　今後は、支援する会が芦北高校と地域をつなぐパイプ
役として情報交換会などを行っていく予定です。

発足式であいさつする中原豊德会長
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編　

集　

後　

記

　

町
立
保
育
所
の
卒
園
式
と
閉
所
式
を
取
材

し
ま
し
た
。
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
「
は
い
」

と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
、
き
ち
ん
と
し

た
動
き
で
保
育
証
書
を
受
け
取
る
姿
は
本
当

に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
や
両
親
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
卒
園
児
。
そ
の
成
長

し
た
姿
を
見
て
親
御
さ
ん
は
も
と
よ
り
式
に

出
席
し
て
い
た
誰
も
が
心
を
打
た
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ら
い
泣
き
し
そ
う

に
な
り
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
い
て

必
死
に
涙
を
我
慢
し
て
い
ま
し
た
。
わ
が
子

の
卒
園
の
と
き
が
心
配
で
す
。　
（
上
野
）

　　

も
う
散
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
も

桜
が
き
れ
い
で
し
た
ね
。
年
々
、
桜
が
き
れ

い
だ
な
と
思
っ
た
り
、
見
と
れ
た
り
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
私
が
年
を
重
ね
た

か
ら
で
し
ょ
う
か(

笑)

▼
春
は
出
会
い
と

別
れ
の
季
節
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
度
の
人

事
異
動
に
よ
り
、
３
年
間
担
当
し
た
広
報
の

仕
事
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
防
災

行
政
無
線
の
放
送
で
は
「
聞
き
や
す
く
」、

広
報
紙
の
編
集
で
は
「
見
や
す
く
」
と
い
う

こ
と
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
が
、
お
聞
き
苦

し
か
っ
た
り
、
見
づ
ら
か
っ
た
り
し
た
点
が

多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
放
送
を
聞
い

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
皆
さ
ん
、
広
報
紙
を
見

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
防
災

行
政
無
線
放
送
と
広
報
あ
し
き
た
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
や
広
報

紙
を
通
し
て
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が

り
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
で
す
が
、
新
た

な
部
署
で
ま
た
新
し
い
つ
な
が
り
方
が
で
き

る
の
だ
と
思
う
と
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

▼
新
年
度
、
新
た
な
環
境
で
の
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
た
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、
元

気
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！（
か
ま
ち
）

今
月
の
絵
手
紙

山
本　

秀
美

【
町
民
講
座
】　　

　
　
　【

町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田
喜
代
子

短
歌

　
【
芦
北
短
歌
会
】　

　

匂
や
か
な
河
津
桜
に
並
び
た
ら
我
が
白
梅
は
楚そ

そ々

と
ひ
ら
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
本　

史
子

　

定
ま
ら
ぬ
陽
気
に
鳥
も
戸
惑
う
か
一
声
の
み
の
今
朝
の
う
ぐ
い
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居　

靜
子　

　

木
の
葉
寄
せ
巣
づ
く
り
励
む
「
つ
む
ぎ
蟻
」
連
携
プ
レ
ー
の
数
々
見
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
嶋　

良
子

　

陽
だ
ま
り
に
土つ

く
し筆

に
よ
っ
き
り
顔
を
出
し
幼
は
浅
き
春
を
手
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
良　

佑
子

　

親
し
げ
に
尉

じ
ょ
う
び
た
き
鶲
近
く
寄
り
来
れ
ば
吾
は
庭
木
と
な
り
て
佇

た
た
ず
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
来　

道
子　

　
【
田
浦
短
歌
会
】　

　

産う
ぶ
す
な土

の
か
た
え
に
植
え
し
山
桜
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
憩
い
の
場
と
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
田　

圭
一

　

桜
咲
く
季と

き

を
選
び
て
逝
き
し
夫
桜
の
花
の
ご
と
く
に
潔
く　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

忠
子

　

年
明
け
の
み
か
ん
採
集
の
手
伝
い
は
七
十
過
ぎ
の
嫗

お
う
な
の
三み

た
り人　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

陵
子

　

カ
ー
ナ
ビ
が
助
手
席
の
吾
に
繰
返
す
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
不
着
用
を
ば　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

良
子

　

吾
や
子
に
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
る
だ
け
せ
よ
と
言
い
く
れ
し

　

夫
愛お

し
む
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
ナ
ミ
エ

　
　
「
峠
」　

「
か
ぶ
」

お 誕 生 お め で と う

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

飯村　吏
り こ あ

琥愛　  ２．２３　　女　　吏毅哉　  花岡西

水野　樹
いつき

　　　  ２．２３　　男　　聖士　　  花岡東

百崎　俊
しゅんぺい

平　　  ３．  ２　　男　　志伸　　  田浦町１

山口　由
ゆ ず

珠　　  ３．  ３　　女　　秀宣　　  丸山

村口　美
み ゆ

唯　　  ３．  ６　　女　　茜　　　  丸山

藤井　大
ひ ろ と

翔　　  ３．１２　　男　　智次　　  花岡西

今村　結
ゆ あ

愛　　  ３．１６　　女　　聖　　　  湯浦南

小松　秀
しゅう

　　　  ３．１７　　男　　傑　　　  上町

嶋田　壮
そ う し ろ う

史郎　  ３．１８　　男　　寛　　　  本町

H27. ３. １〜３.31 受付分（敬称略）受付件数９件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

富﨑　憲和　　　   ２．２８　　  ６７　　　乙千屋

松永　シズ子　　   ３．  ５　　  ８６　　　國見

出口　チエ子　　   ３．  ６　　  ７９　　　豊岡

平生　義秋　　　   ３．  ６　　  ６９　　　福浦

田中　サトエ　　   ３．  ７　　  ８８　　　高岡南

塩井　フサノ　　   ３．  ８　　１０７　　  塩浸

溝部　みさを　　   ３．  ８　　  ６６　　　市野瀬

橋本　諄　　　　   ３．  ８　　  ９１　　　湯浦南

井川　實光　　　   ３．  ９　　  ９６　　　豊岡

山口　義秀　　　   ３．１４　　  ７９　　　花岡東

東　シズカ　　　   ３．１４　　  ９３　　　海浦２

鬼塚　ミヨコ　　   ３．１５　　  ８４　　　大岩一

朝倉　勝　　　　   ３．１７　　  ８９　　　古石南

松田　ハルコ　　   ３．２２　　  ９３　　　芦北

立村　巧　　　　   ３．２６　　  ８６　　　湯浦北

山下　アツエ　　   ３．２９　　  ８６　　　小田浦２

H27. ３. １〜３.31 受付分（敬称略）受付件数 23 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

町
立
保
育
所
の
歴
史
に
幕

田
浦
、
湯
浦
、
大
野
保
育
所
で
閉
所
式

　

町
立
保
育
所
の
民
営
化
に
伴
い
、
田
浦
、
湯

浦
、
大
野
の
3
保
育
所
は
3
月
で
町
立
保
育
所

と
し
て
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
各
保

育
所
で
は
、卒
園
式
後
に
閉
所
式
を
行
い
，園
児

や
職
員
が
感
謝
を
込
め
て
歌
を
歌
っ
た
り
、
鍵

の
返
納
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
町
内
の
社
会
福
祉
法
人
に
運

営
が
引
き
継
が
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
町
で
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
民
間
活
力
の
活
用
方
針
の
も
と
、
平
成
22

年
か
ら
町
立
保
育
所
の
民
営
化
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
移
管
先
の
社
会
福
法
人
と
連

携
し
て
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
向
け
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

４
月
か
ら
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
に
移
管

田
浦
保
育
所　

49
年

湯
浦
保
育
所　

47
年

大
野
保
育
所　

40
年

みんなの広場

●第 14 回熊本マスターズ
駅伝で優勝しました。

芦北マリンガールズ
（芦北町陸上競技協会）

●あしきた DE マルシェ
日時：４月 26 日（日）
　　　10:00 〜 16:00
場所：女島ゆめもやい
芦北・水俣を中心にハンド
メイド作家さんたちの素敵
な作品が勢ぞろい。カンボ
ジア学校建設募金に協力し
ます。（前回募金16,556円）
あしきたatてしごと 佐藤

皆さんからの情報を掲載します

田浦保育所閉所式で鍵と園旗の返納

大野保育所閉所式で歌を歌う園児 湯浦保育所閉所式で鍵を返納する園児
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編
集

／
総

務
課
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刷
／

マ
ス

ミ
印

刷

２
０

１
５

 4
月

　N
o.124

（
再

生
紙

使
用

）

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館
☎
（
８
６
）
１
６
０
０

「
花
の
き
ら
い
な
人
な
ん
か
…
展
」

　
平
成
27
年
度
の
展
示
が
、
い
よ
い
よ
始
ま

り
ま
す
。
お
陰
様
で
美
術
館
は
５
月
で
開
館

９
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
は
約
２
カ
月
に
１
回
展
示
内
容
が
替

わ
り
ま
す
。
各
展
示
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
け

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
富
弘
さ
ん

の
魅
力
や
「
生
き
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
花
の
き
ら
い
な
人
な
ん
か
い
ね
え
よ
※
」

を
合
言
葉
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
！
（
学
芸
員
）

美術館だより芦北町立

５
月
12
日
か
ら
開
催

▶
「
ぺ
ん
ぺ
ん
草
」
１
９
７
９
年

※
「
は
な
に
ら
」（
１
９
9
０
年
）
よ
り
抜
粋

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
贈
る
運
動

5
校
目
の
校
舎
建
設
へ

皆さんの善意がカンボジアに届けられます。

　

町
と
国
際
交
流
協
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
建
設
募
金
の
総
額
が

７
３
０
万
円
に
達
し
、
5
校
目
と
な
る
校

舎
建
設
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

建
設
地
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
東
部
に
あ
る
ク

ナ
ー
チ
チ
ュ
ン
小
学
校
で
す
。
現
在
の
校

舎
は
木
造
ト
タ
ン
屋
根
の
1
棟
2
教
室
で
、

床
と
片
側
の
壁
が
な
く
雨
が
降
る
と
水
浸

し
に
な
る
非
常
に
粗
末
な
造
り
で
す
。
新

た
に
建
設
す
る
校
舎
は
鉄
筋
造
り
の
１
棟

3
教
室
と
ト
イ
レ
で
、
５
月
に
着
工
し
9

月
ご
ろ
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
12

月
に
は
派
遣
団
を
編
成
し
贈
呈
式
を
行
う

予
定
で
す
。　

カンボジア王国

プノンペン

クナーチチュン小学校

クナーチチュン小学校
生徒数：170 人
          （４クラス、２部制）
教員：２人　教室：２室
トイレ：なし
井戸：１基

現在の校舎は 2007 年に建てられたが、粗
末な作りに加え、シロアリ被害などにより
倒壊の危険が高い。教室が足りず１年生か
ら４年生までしか受けられない不完全校と
なっている。備品は無く、机やイスは生徒
たちが持ち寄り授業を受けている。

佐敷小チャリティバザーの様子
３月 11 日募金の贈呈がありました田浦中の皆さん

内野小の皆さん湯浦小の皆さん 大野小の皆さん
２月５日 ３月 23 日２月３日

２月から 3 月にかけて、各小中学校などの取り組みによって集められた募金が町国際交流協会長の竹﨑
町長に手渡されました。皆さんの善意は５校目建設の資金として大切に使われます。

３月 26 日

現在のクナーチチュン小学校

3 月 17 日
八代清流高校の皆さん


